
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 関市立上之保小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１２日（日）～１１月１６日（日） 

実 施 概 要 

①地域清掃運動「クリーン・ザ・上之保」‥‥‥‥10月12日(日) 
②フリー参観週間‥‥‥‥‥‥‥‥10月27日(月)～10月31日(金) 
③家庭教育学級講演会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10月30日(木) 
④上之保産業祭でのソーラン発表‥‥‥‥‥‥‥‥11月 1日(土) 
⑤６年生が共同募金ボランティア‥‥‥‥‥‥‥‥11月 1日(土) 
⑥ＰＴＡ資源回収‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11月16日(日) 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   ☑産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 □交流活動 ☑講演会等 
 
  ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者   のべ 約１００ 人 
計 約２００ 人 

地域関係者   のべ 約１００ 人 

実 施 状 況 

○青少年育成協議会が企画し、上之保中の生徒会が中心となって取り組ん
だ地域清掃活動「クリーン・ザ・上之保」では、中学生がいない地区で
は高学年児童が始めと終わり会を進め、地域の方と力を合わせて伝統の
ガードレール磨きなどの地域清掃に取り組んだ。 

○フリー参観週間を開催し、都合のよい時間にいつでも参観していた
だけるようにした。保護者はもちろん、祖父母や学校評議員さんに
も授業参観していただけた。家庭教育学級講演会では「ケータイ安
全教室」を行い、３年生以上の児童と保護者それぞれを対象に、イ
ンターネットの便利さと裏腹の危険性と、その回避について学ぶこ
とができた。講演会をきっかけに親子でのルール確認も進んだ。  

○地域行事の上之保産業祭に出演依頼があり、希望者を募ったところ
全校児童が参加した。運動会で演技したソーランを、低･中･高学年
ごとにステージで発表した。あいにくの雨の中でも精一杯に踊る姿
に「感動で涙が出てきた…」などの感謝の言葉をいただいた。 

○総合的な学習の時間に「上之保の福祉」について学習している６年
生は、その関連で社会福祉協議会上之保支部の方より説明を受け、
産業祭の会場で共同募金活動を行った。  

○第２回のＰＴＡ資源回収を小中合同で行った。児童生徒、保護者、
職員が地域での回収や集積に汗を流した。  

成果及び課題 

○フリー参観週間中に親子活動や給食試食会・講演会等を位置付けた
り、地域の産業祭に積極的に参加したりしてきたことで、保護者以
外の方にも子どもたちの姿を見ていただき、学校の教育活動への理
解を深めていただくことができた。この取り組みを継続することで、
学校と保護者や地域が連携し、地域全体で子どもたちを育てていく
意識の高まりに手ごたえを感じている。 

○資源回収では、保護者だけでなく地域のたくさんの方に協力してい
ただき、学校のためにとの思いから多くの支援がいただけた。 

●地域行事はほとんどが学校休業日の実施のため、教職員は自主参加
となるが、児童が参加するため学級担任はじめ、ほとんどの職員が
参加してもらえている。ありがたいことだが、職員の休業日参加と
いう難しい課題もある。地域の方々は、休日に職員が参加してくれ
ていることに対して、本当に感謝してみえる。 

 


